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英語教育における言語活動へのアプローチ

大　　　上　　　寛　　　親＊

H1roch1ka　OUE　An　ApProach　to　Language　Act1v1t1es

　　　　　　　　m　Eng11sh　Teach1ng

　中学校の学習指導要領の改訂が実施に移されてから二年目の大半が過きた。外国語科の改訂

の要点は，時間数，目標，文型，語い，文法事項など多岐にわたっているが，その中で特に重

要な影響を現場に与えたのは，時間数の問題を別にすると，「学習活動」から「言語活動」へ

の移行であろう。言語活動ということば自体は別に新語でも何でもなく，英語教師であれば，

これまでにいくらでもお目にかかった用語であるかも知れないが，いざ改めて「言語活動の指

導」と言われると，ほとんどの英語教師は多かれ少なかれ月惑いに似たものを感じたはずであ

る。言語活動とは一体何を意味するのか，ということが各地の研究会，集会，誌上などで話題

となり，意見の交換が行なわれた。その用語だけを聞けば，Saussureの1angueとparo1e

のうちのParo1eを指すのではなかろうか，あるいはChomskyの用いているcoInpetence

とPerfomanceのうちのPerfomanceのことか，などと多くの疑問が生じたが，実際に指

導要領やその解説書に目を通すと，そのいずれでもないということがわかる。すなわち，そん
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な特殊な用語ではなく，言語を総合的に理解したり，表現したりする活動を指すものである。

この「言語を総合的に理解したり，表現したりする活動」ということばは，言語を教えたり学

んだりすることにおいては至極当然な活動のように受取れる。しかし，これまでの中学校，高

等学校，大学などにおける英語教育で果してこの種の活動が十分行なわれていたかどうか，と

’いうことを考えてみると，残念ながら否定的な答えしか出てこないようである。もっとも，比

較的少数の学校では行なわれていたかも知れないが，決して　般的ではなかった。

　それでは，多くの学校では非言語活動的な英語教育をしていたのか，ということになると，

これもそうであると断定することはできない。もちろん，言語活動とは直接関係のないものや

全く関係のないことも含まれていたかも知れないが，多くは言語活動に必要なそれぞれの項目

についてのドリルに関しては比較的重点が置かれてはいたけれども，それらの項目を有機的に

総合して言語活動を行なわせる指導まで到達していない，と言ったほうが適切であろう。個々

の項目をマスターすることを最終目標と錯覚してきブこきらいがあるのは事実である。例を白動

＊島根大学教育学部英語科教育研究室

1　文部省「中学校外国語指導資料第1集　英語を聞くこと話すことの言語活動の指導」P1　言語活
　動とは，聞いたり，話したり，読んだり，書いたりする，言語を総合的に理解したり表現したりする活

　動をさすものであり，それは言語の実際の使用につながるものである。



英語教育における言語活動へのアプローヂ

軍にとると，その各部品を一つ一つ正確に作るという作業に重点が置かれ，それをうまく組合

せて白動車を完成して走らせるという段階までゆかなかったのである。発音練習，文型練習，

文構造の把握などはすべて言語活動に必要なものであるが，その個々の練習に終始し，それら

を有機的に活用してその言語を理解したり，その言語を用いて白分の考えを発表したりするこ

との指導が不十分であった。更に考えてみると，言語活動に必要な個々の項目でさえも，言語

活動という目標をはっきり定めていなかった故に，その目標達成のためには異質なものになっ

たり，たとえ異質とまでは言えないにしても，極めて不適当，不十分なものとなっていたと言

わさるを得ない。中学校外国語指導資料第1集に「英語の発音を練習させたり，文型を練習さ

せたりすることは，言語材料だけについての練習であるから，これを言語活動と称することは

できない」とあるが2，これは発音練習や文型練習をやるのは反言語活動的練習であるという

意味ではない。言語活動という目標をはっきり認識しないで，そのような練習に走るために生

じる非言語活動性に対する警告とみるべきである。目標をはっきり定めておけば，個々のドリ

ルの性格とか位置づけなどがおのずから決定され，その目標に直接につながるものに重点が置

かれ，その目標に反したり，有益でないようなものは当然排除されるはずである。

　聞き，話し，読み，書くという4技能における言語活動に必要な項目は大体，音韻，文字，

語の辞書的意味，語形，語順，機能語の働き，文化的背景などとなるであろう。このうち，わ

れわれが授業の度毎に出くわすものであり，またその取扱いにくふうが必要であると思われる，

語の辞書的意味，音韻，構造（語形，語順，機能語）の三つについて考えてみよう。

1、語の辞書的意味

　語は大別すると内容語と機能語にわけられる。機能語は単独ではほとんど意味を持たないも

のであり，構造との関連において指導されるべきものであるから，辞書的意味の観点から問題

となるのは内容語のほうである。語の辞書的意味を記憶することは，その言語を理解したり運

用したりすることにおいて，たしかに重要なことであるにはちがいない。しかし，ここでわれ

われが注意しなければならないことは，語いを増加させることがその言語の学習の全部でもな

く，また大部分でもないということである。このことについて，Fr1esはSaplrのL伽9．吻gθ

から‘‘The1mgu1st1c　student　shou1d　never　make　the　m1stake　of1dent1fy1ng　a1anguage

w1th1ts　d1ct1onary’’という一文を引用して，一国語の辞書にある語を全部記憶したとし

ても，ただそれだけでは一つの発話さえも理解できないものであると述べ，辞書的意味だけ
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がその言語の唯一の重要な意味ではないことを強調している。また，さかのぼってH．E．

Pa1merもTen　Ax1o血sの第10条で，少量の語いをある程度完全に習得することが，より多く

の語いを習得するための最善の準傭となる，と言っている。現在のわが国の英語教育界でも，

2．1ろ｛五p．1

3．Fries：T6κん加g壁五θαブ〃伽g　E1zg〃3んα∫αFo陀なπムα〃g〃αgθp．38
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語い制限はいわば常識であって，最初の段階からできるだけ多くの語いを導人せよ，という意

見の人はそんなに多くはいないであろう。語いはわれわれの生活のいろいろな場における経験
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に応じて増大するものである。小さなこどもであれぱ，その経験の場は非常に狭い範囲に限

られているので，語いもその範囲内のものだけでよく，多くは必要としない。しかし，中学生

ともなると，その経験の範囲は相当に広がっていて幼児のそれとは比較にならないくらいであ

るから，幼児の持つ語いの範囲で蕎語活動をするということは非常な不自由感を伴うことにな

る。これは中学の低学年における英語の授業で言語活動を指導するときに教師がつきあたる大

きな難点の一つである。学習指導要領では「身近なこと」についていろいろな言語活動をさせ

るように指示してあるが，この「身近なこと」も年令に応じてその範囲が拡大してくるのは当

然である。自分の家のこと，家族のこと，友人のこと，学校のことといったものから自分の所

属している地域杜会へと「身近なこと」は広がってゆく。更に心で感じていること，願望，希

望，理想なども「身近なこと」の中に含まれ，それらも年令に応じて複雑になり，高度なもの

となる。英語の学習を開始する中学一年生でも，年令的にみるとすでにその生活や思考の範囲

は相当程度拡大しているはずである。それに対して知っている英語の語いは極端に少ない。も

し知っている語いの範囲内でのみ言話活動をやらせるなら，話題は非常な制限を受け，年令と

比較して余りにも幼稚なものとなり，毎時間それを繰り返していると，やがては興味を失って

しまうことにもなりかねない。そのため，生徒には年令相応の分別はあっても英語に関する限
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り幼児同様であることを納得させなければならない。とは言え，われわれは何とかくふうし

て年令相応の題材に関する言語活動に少しでも近づけてやる努力をすることも大切である。初

期の段階から多くの語を覚えさせることは生徒に大きな負担を強制することになるばかりでな

く，それにもまして語い習得に限られた時間の大きな部分を当てることは言語を学習するのに

4．Fries：肋五p．2に次のように述べられている。

　　The‘‘words”one　knows　depend　upon　the　exper1ence　one　has　had　A　ch11d’s　exper1ence1s

　much11m1ted　m1ts　range　H1s　vocabu1ary1s　therefore　great1y11m1ted　But　he　contmua11y

　grows　m　exper1ence　and　a1so　m　the　Y0cabu1ary　that　necessar11y　accompan1es　new　expe－

　r1enCeS

5　このことについて，WMリウァースは「外国語習得のスキル　その教え方」天満美智子訳P213
　で次のように言っている。［コ内筆者。

　　彼［生徒コの外国語の能力以上に自分の言いたいことをどうでも言おうとすると，彼の貧弱な発表

　　語い（actiYe　vocabu1ary）がその意味表現の邪魔をすることになる。彼は成人の分別はあっても，

　　彼の外国語の知識は，まだまだ子供でしかないことを悟るべきである。そこで，自分の言いたいこと

　　をできるだけ単純化し，ちょうど子供が話すように、複雑でない構造パタンといろいろに役に立つ

　　（genera1－purpose）基本的な語いを正しく用いてその意味を言い表わすようにしなければならない。

　　このような態度は，彼の語いがきわめて制限されているあいだは大いに役にたつのである。
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言語活動を自然の状態に近い状態で実際に行なわせるためには，この二つの矛盾を何とか解決

しなければならない。しかし，この二つは根本的に相反することであるから，完全な解決は望

み得ない。となれば，考えられるのは次の三つである。

　（1）語いを精選する。

　生徒の身近にあるものやよく日常目に触れるものはそんなに多くはないはずであるから，そ

のうち教科書からもれているものでも比較的簡単なものを精選し，時に応じて導入することは

そんなに生徒の負担とはならず，かえって生徒の知識欲を満足させ，言語油動を促進すると思

われる・この場合・それらの語の綴りをおぼえさせる必要はないし，意味の記憶を強制するよ

うなことは避けなければならない・語の意味を記憶することは何の実際経験もなくまた関連す

る事象のないところで強制されても定着するはずはない。実際の場において，どうしても用い

なければならない必要性に追られたとき，はじめてその語が自分のものとなり，更に自分のも

のとなった語を繰り返し用いるうちにその意味ξ完全に同化するのである。このように考える

と，語いの増加と言語活動とは別個に進歩するものではなく，お互いに一方が他方を補強し合

うものである。

　（2）　日本語で代用させる。

　身近な事物を表わす■内容語とその辞書的意味をある程度導入することは上に述べた通りであ

るが身われわれ日本人に非常に親しまれているものの中には英語では申学生にとってむずか

し過ぎるものもある。例えば，r菊」はわれわれが日常目にする親しみ深い花である。シーズ

ンともなれば，教室の花びんの中によく飾られているものである。そんなとき身近なものにつ

いて話すとなれば，菊を話題にのせたいのは当然であろう。しかし，これをchrysanthemum

と教えるには語の長さや発音の困難さなどの点から考えて適切であるとは言えない。一般化し

てf1owerで代用させる方法もあるが，中学生くらいになると，それでは物足りない。どうし

ても菊という特定の花について白分の心にあることを発表したいと思う。このような場合に

は，搬〃という日本語を用いて言わせても少しも差し支えない。むしろ，その語がわからな

いために発語をしないほうが害がある。There　is　a尾伽in　the▽ase．It’s　yery　beautifu1．

6．Fries：oか6机p．3にある次の文は，語い及び言語学習の本質を簡明に述べている。

　　In1eammg　a　new1anguage，then，the　ch1ef　prob1em　ls　not　at　f1rst　that　of1eammg　yoca－

　bu1ary1tems　It1s，f1rst，the　mastery　of　the　sound　system＿to　understand　the　stream　of

　speech，to　hear　the　d1stmct1ve　sound　features　and　to　approx1mate　the1r　product1on　It1s，

　second，the　mastery　of　the　features　of　arrange㎜ent　that　const1tute　the　structure　of　the

　1anguage　　　Of　course　these　thmgs　camot　be1eamed　m　a　vacuum　　There　must　be
　suff1c1ent　vocabu1ary　to　operate　the　structures　and　represent　the　sound　system　m　actua1

　use　Apersonhas“1eamedl”afore1gn1anguagewhenhehasthus，f1rst，伽挽閉α1閉漉6
　ηoω肋Zαびmastered　the　sound　system　　and　has，second，made　the　structura1dev1ces

　matters　of　automat1c1hablt
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I1ike脇〃∀ery　much．などと生徒が発表すれば，教師は大いにほめてやってよい。もし教師

が菊というのは［kr1s差nθ9mθ皿コと言うのだ，と指導すれば，生徒の発話の流れは停止する

か混乱するにちがいない。言語活動とは，その用語が示すように活動であるから，その活動を

停止させたり混乱させたりする要素は極力排除し，自分の思っていることをunderstandab1e

な構造と音声（「書く」活動では文字）でのびのびと発表させなければならない。そのために

は内容語の一つや二つに拘泥すべきではない。

（3）意味の類似した語で代用させる。

　自分が発表しようとすることの中に英語でどのように言うかわからない物品などがある場合

には，それと類似していたり，関連していたりする既習語があれば，極力それを用いさせるよ

うにするのも一つの方法である。例えば，d1ct1onaryやmagazmeなどはbookで代用され

たり，chrysanthemumなどはflowerのような　般化した語を用いさせる。もっとも，この

ような語を用いさせるのは，　般化したものでも話題に大きな支障をきたさない場合に限らね

ばならない。また，Idon’tunderstand　と言うべきところを，mderstandという語が未習

のために，I　don’t　kno凧と言ったとしても許容すべきである。なぜなら，I　don’t　know．と

発話した生徒は英語の構造は理解できているのであるから，将来mderStandという語を習え

ば，正しい英語で表現できる基礎を完成しているからである。言語を教える過程の初期で最も

大切なことは，内容語を多く教えることではなく，正しい構造と音組織をマスターするレール
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の上にまず生徒を乗せることである。

2。晋　　　　韻

　どんな言語にせよ人類の用いる言語は音一円を離れて存在しないということは自明の理であ

る。また，用いられる音のセットはそれぞれの言語によって異なる。われわれの知っているど
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んな二つの言語も同一のセットを用いてはいないのである。したがって，新しい言語を学ぷた

めには必然的に新しい音組織を学ばねばならない。目標言語の音組織をマスターすることは言

語活動に不可欠なものである。そこで音一円面の指導をどのようにするか，ということを考えな

ければならないのであるが，ここで注意しなければならないことは，音韻指導が最初で言語活

動はその後に続くものであると考えてはならないということである。音組織の習得は言語活動

を通してなされ，また言語活動は音組織の習得によって更に効果的になる。このことは先に述

べたように言語は音戸を離れては存在しないことを思い合わせれば容易に理解できる。

7．このことは切期の段階から正しい英語で発表することを要求するという意味ではない。たとえ正しく

　ない英語であっても理解可能であり，また順調な発達段階の一つの遇程であると見なされるものは許容

　しなければならない。Fr1es．oクαヵp28には“He　knowed1t”“They　swmmed　fast”“three
　mans”“two　tooths”のような表現はnative　speakerの2，3才の幼児にはごく普通に見られること

　が述べてある。

8．．Fries：o久6カ．P．15参照
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　さて，聞いたり話したりする言語活動の第一の目的は相手の言っていることの意味を正しく

捕え・また自分の言いたいことを正しく相手に伝達することである。われわれは音の差異によ

って相互のコミュニケーションを可能ならしめているのであるが，音の差異の中には単に音声

学的に異なっているだけで，意味には全く関係のないものと，その反対に意味を区別する特徴

となっているもの，すなわち音素的差異のあるもの，とがある。意味の授受が言語活動の最も

重要な要素であるので，音戸による言語活動においては，後者のほうが前者に優先する。前者

の失敗は詑りとなって現われるので，正しく発音されるに越したことはないが，意味の混乱や

不明は起こらない。これに反して，後者の失敗は直接局味の混乱や不明となって現われるので，

言語活動とは言えないものとなる。そこで，音素的差異ということにまず重点を置いて指導し

なければならない。

　（1）分節音素の指導

　同一の音のセットを用いる二つの言語はないのであるから，学習者に困難を生じさせる原因

として次の三点が考えられる。まず第一に，お互いに類似した音でも，ある言語では示差的対

立をなさないが　　単なる同一音素の条件異音であっても　　他の言語では示差的対立をなす

ものがある，ということである。例えば，英語では／工／と／r／は別個の音素であるが，日本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9語ではこれに類似した音（ラ行に生じる音）は音素的差異を持たない。第二に，目標言語に

存在する音素が学習者の母国語では欠如している場合である。例えば，英語には／θ／，／δ／の

音素が存在しているが，日本語には存在しない。そのため英語を学習する日本人は1θ／を
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／s1で，／δ／を／z／で代用する傾向がある。第三は類似した音素の配列の相違である。英語

では／I／の前に／s／や／d／が来るのはごく普通のことである。しかし日本語では／sI／と

か／dI／という配列はない。そのため，／s／を／§／で，／d／を／z／で代用する傾向がみられ

る。

　以上の三点が生徒が困難を感じる原因となるものであるから，教師は日英の音韻を比較して

そのおのおのに属するものを抽出して特に重点的に指導しなければならない。生徒に口頭によ

る言語活動を行なわせるとき，示差的対立を示さない音の誤りには，スピーチの流れを妨害し

ないためと生徒に気軽に口を開かせるために，初期の段階では寛大でなければならないが，そ

うでない場合には適切な指導が必要となる。そうしないと，言語活動本来の目的である意味の

伝達ということが達成できなくなるので，言語活動を指導したと言えなくなる。

　（2）子音連結の指導

9．その他の例としては，英語ではpeak，speakに表われる［pコ音は単なる条件異音で示差的ではない

　が，朝鮮語では示差的対立をなす。たとえば，気息音を伴なって［pba1コと言えばarmの意味にな
　り，気息音を伴わないで［pa1コと言えば1egの意味になる。（Scott：Pブ3Z｛〃z加αブ如5¢0肋gZ肋
　1セα6ん｛πg　P．17）

10　どの音を代用として用いるかは背景に持っている母国語によって異なるが，その理由は明らかでない。

　Scott：乃泓p．41参照
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　日本語はCVタイプの音節から成立っているので子音が二つ以上連結する例はあまりない。

そのため子音連結は英語学習の困難点の一つとなっている。単音のおのおIのは正確に発音でき

るようになっても，その連結がうまくゆかないとぎこちない英語になってしまう。そこで発音

練習ではそのことも十分考えて指導しなければならないのであるが，言語活動の一つとして口

頭で何かを発表させる場合に，いちいち注意して発話の流れを停止させるのは効果的とは言え

ない。子音連結の中には子音間に少しばかり母音が入っても何とか似たような発音になるもの

と，発音白体が日本人には困難で申学生の中には発音できない種類のものがある。前者では

Streetのようなものが考えられる。生徒は語頭の三つの子音の間によく母音を入れて発音する

が，たとえ少しばかり母音が入っても認知可能である。後者の例としてはs1xthとかtwe1fth

などがある。／ksθ／とか／1fθ／という連結は似たような発音をすることさえ困難である。その

ため発話の流れが停止せざるを得なくなる。英語における子音連結の種類に関して，Friesは
　　　　　　　　　　　　　　　12
語頭で39，語尾で151挙げているし、L．A．Hi11は語尾に起こるものを336種類リストァップ
　　　13
している。一般に日本人にとって語尾に起こる子音連結の中に発音が極めて困難なものが多い
　　　　　　14
ようであるから，その点を十分認識した上で指導にあたらねばならない。

（3）　イントネーションとリズムの指導

　単音が正しく発音され，音連結もうまく発音されたとしても，かぶせ音素と呼ばれるイン

トネーションとかリズムが狂っていると，その発話は非常に理解しにくいものとなる。同じ英

語のnat1ye　speakerである米国民と英国民との間でもイントネーションの相違はしばしば相
　　　　　　　　　　　15
互の理解の妨げとなるのに，日本語的なイントネーションで発話したのでは意味理解の大き

な障害となるのは明らかである。日本語と英語（アメリカ英語）のイントネーションの最も大

きな相違は旬の終わりに現われる。日本語では旬の終わりは比較的暖昧に発話される傾向があ

る。この傾向は特に内気な性格の人や発話内容にあまり白信が持てないときに顕著である。生

11．日本語では／s／のうしろの／u／が脱落することがある。そのため子音が連続する。たとえば／．．．

　desuka／を／　deska／と発音することがある。しかし，この場合は／ska／で一つの音節になるので

　はなく／s／だけで一つの音節を形成しているとみるべきである。したがって英語の子音連結とは異な
　る。

12．Fries：o久o鉦．PP．17～19

13．L．A．Hi11：F伽α1C1伽加ヅ3加E〃g〃3ん（in　T伽o〃〃g　Eηg・Z｛5んα5α8κoフz∂L〃zgz伽gθedited　by

　HBA11en）pp116～118
14．Fries：oク．o枇．p．18

　More　d雌1cu1t　for　many　fore1gners　are　the　many　c1usters　that　o㏄ur　as　fma1s，espec1a11y

　those　that　are　the　resu1t　of　addmg　the　mf1ect1ona1endmgs　that　Eng11sh　has　m　the　p1ura1

　of　nouns，1n　the　th虻d　s1ngu1ar　of　verbs，and1n　the　preter1t　of　verbs

15．A，H．Marckwardt：A刎κたαη”z∂3ブ肋曲E〃gZ北ん　（in　Tωolz加g　E〃g1づ5んωα3θooη6ムα〃＿

　g・z4αg・6ed1tedbyHBA11en）p242
　These　d1fferences　m　mtonat1on　make1t　d1ff1cu1t　for　Amer1cans　to　understand　speakers

　of　Br1t1sh　Eng11sh　when　they　f1rst　hear　them　and　y1ce　yersa　　The　reason　for　th1s1s

　e▽1dent　Any　departure　fro血the　mtonat1on　pattem　to　wh1ch　the11stener1s　accustomed
　w111so　absorb　h1s　attent1on　that　he　does　not　cut　or　separate　the　cont1nuum　of　speech　mt0

　1ts　component　e1ements
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徒が教室で指名されて何か答えなけれぱならないときは，その答えに白信が持てないことがよ

くあるし，母国語でなく外国語を用いるときはそのことば自体に自信がないので，ややもする

と句の終末が弱くなったり，時には全く聞こえないようなこともある。英語では普通の発話の

ときにはこれと逆のイントネーションになる。平績文では普通の声の高さではじまり，旬の終

末においてそれより一段高いピッチになり，それから普通のピッチより更に一段低いピッチ，

すなわち最低のピッヂで終わる，というパターンが最も多く用いられる。その他いくつかのパ

ターンがあるが，これがその基本となるものであるから最初の段階から指導されなければなら

ない。

　われわれが英語を聞きとるという言語活動を困難にしている要素はいろいろ考えられるが，

その中の一つにリスムの相違がある。日本語はsy11ab1e－tmed1anguageであると言われて

いるように，そのリズムは音節が基準になっている。すなわち，おのおのの音節は大体同じ時

間で発話される。それに対して英語はstress－tmed1anguageである。リスムが関係するの

は音節ではなくストレスである。すなわち，あるストレスから次のストレスまでに要する発話

時間は，その間に存在する音節の数には無関係に，大体同じである。そのためストレスとスト

レスとの間に多くの音節が介在すればする程，われわれ日本人にとっては早く発話されるよう

に感じられ，聞きとることが極めて困難になる。話す場合なら，日本語式に各音節にほぼ同じ

時間をかけるやり方でも相手は何とか理解するであろうが，相手が正しい英語のリズムで発話

したときには聞きとりに大きな障害となる。その害を妨止するために，初期の段階から英語の

リズムに慣れさせておかなければならない。

　以上音韻の指導に関して，言語活動という観点から，大きく三つに分けて述べたが，この三

つはそれぞれ別個に，あるいは別の段階で，指導するのではなく，平行して指導されなければ

ならないのは当然である。

3。構　　　　　造

　英語の構造を決定するものは大別して，語順，形態，機能語の三つにわけられる。このうち

のどれが間違っても，’ただちに意味の混乱となって現われ，いやしくも言語活動と呼ばれる活

動としてはその、冒、義の大半が失われてしまう。教室で言語活動を指導するときには，その指導

の途上ですべての面で正しい英語を要求する必要はない。むしろあまり厳格過ぎるとマイナス

の効果しかなくなることも考えられる。しかし，最低限意味の通じ合うものでなけれぼならな

い。この観点から，構造を決定する三つの項目について考えてみよう。

（1）語　　　順

英語の学習を始めた日本人が最初に出くわす構造上の困難点は語順であるということができ
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る。日本語は助詞の働きにより語順にはある程度の幅があるが，英語ではその幅が非常に狭

い。それのみならず，英語では語の位置そのものが意味を有する。NP1＋Vt＋NP2の語順で

あれば，NP1はVtの意味する動作をNP2に対して行なうことを意味する。NP1とNP2

との位置を交換すると，その関係も逆になる。たとえNP2の語形をもとのまま（目的格）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16
保ったとしても語順の表わす意味のほうが先行する。そのため語順の間違いは意味の混乱や

不明に直結するので言語活動を指導する上で重要なポイントの一つとなる。基本文型としては

特にNP＋Vt＋NP＋Ad▽とNP＋Vc＋Adjの二つが最も重要と考えられるので，その位置

の持つ意味を徹底して理解させることを怠ってはならない。更に進むにつれて問題になるのは

後置修飾である。後置修飾にもいろいろな種類が考えられるが，最も基本的なものとして，動

詞を修飾する副詞，前置詞によって導かれる旬，不定詞，関係詞節がある。このような語順は

日本語には全く存在しないものであるから特別な配慮がなされなけれはならない。特に注意し

なければならないことは，これらの語順をただ単に知的な理解にとどめたのでは不十分である

ということである。あらゆるtechmqueを用いて自動的習慣となるまでトリルする必要があ

る。このトリルにはsubst1tut1onやexpans1onなどが有効であると考えられるが，このこと

については後述する。

（2）形　　　　態

　語の形態も意味を決定する働きを持っているので，不適当な語形を用いれば当然意味の混乱

を招く。正しい英語を発話したり，書いたりするときは適当な語形を用いなければならないこ

とは言うまでもないが，語形の誤りは語順の誤りに比較して意味の混乱の度合いは少ないと言

える。Fr1esは語の形態を二つのma」or　mf1ect1onsと四つのmmor　mf1ect1onsに分けて，

前者にはthe　foms　of　numberとthe　forms　for　tenseを，後者にはthe　gemt1Ye　mf1ect1on，

the　d．at1ve－a㏄usat1ye　forms　the1nf1ect1on　for　compar1son及びPerson　and。血ood－forms

　　　　　17
を含めている。Fr1esがmaJOrとmmorに分類したのは，前者は現在でも強力に生きてお

り，またその大部分は他の文法的手段　　例えは機能語や語順　　で代用することができない

ものであり，後者は現在でも用いられてはいるが，その大部分は他の文法的手段で代用が可能

である，という理由による。日本人生徒の立場から考えると，最も不得意な形態のうち初歩の

段階から出くわすのは主語の人称，数によって動詞の現在形にSが付加されることである。こ

のような文法的制約は日本語に存在しないものであるから，われわれが不得意とするのは当然

16　Fries：o久6疵．p．29

　　It　wou1d　neYer　occur　to　the　ord－mary　speaker　of　Present－day　Eng11sh　t0　1nterpret　the

　sentence“H〃ηand舳struck　the　man”m　accord　w1th　the　forms　used，that1s，that　the

　man　performed　the　act1on　upon“h1m　and　me，”as　wou1d　have　been　done　before　the
　f1fteenth　century　Instead，we　fee1the　express1▽e　force　of　the　word　order　so　strong1y　that

　we1gnore　or　deny　the　forms　of　the　words　and　mterpret‘‘h1m　and　me”as　the　performers

　of　the　act1on　upon“the　man”

17　Fries：A〃zθブ｛ω〃Eηg1｛51z　Gブα〃〃ηαブp．40fL
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であるが。口頭による言語活動においてたとえSの付加に失敗しても何とか意味が通じる場

合がほとんどである。また複数形態素にしても，それの付加に失敗することがただちに意味の

不明につながるとは隈らない。しかし，tenSeに関しては、その失敗はしばしば意味の混乱に

つながることが予想される。前述したように，語順のほうが形態より先行することはたしかだ

が・発表の内容が現在のことかあるいは遇去のことかということは，もちろん語順では表わせ

ないしCOmmuniCatiOnのためにも非常に大切なことであるから，この二つを区別する形態の

指導にはそれなりの重点が置かれねばならない。また格変化の失敗は語順によってある程度カ

バーできるが所有格の場合はofなどの機能語で代用可能なものが多いので，その関連におい

て指導されねばならない。

　（3）機能語

　機能語は構造的意味を表わすのに重要な役割を果すものであるが，従釆の授業ではそれを教

授するのに単なる用法の説明とその暗記に頼る方法が多くとられてきた。例えば，byという

語は「行為者」を表わすこともあるし，r手段」を表わすこともある，などといういわゆる解

説に終始したり，はなはだしいものになると，内容語と同じ語い項目に入れてしまって，by

は「……によって」という意味であるといったような指導さえなされてきた。内容語にせよ機

能語にせよ，特殊な学術的用語などの例外を除いては，二つの言語の語が同じ意味領域をカバ

ーすることはないのである。まして機能語ともなると，それが文構造の中でどのように機能す

るかということが先ず第一に考えられねばならないのであるから，他の言語の相当語との関連

において学習することは本末転倒であると言わねぼならない。初期の段階の言語活動に必要で

あろうと思われる機能語として，冠詞，簡単な助動詞（Canなど），否定語（nOt），形容詞を

修飾する副詞（yeryなど），簡単な接続詞（and，butなど），前置詞，疑問文や否定文に用い

るdo，There1s（are），疑問詞，答えに用いるyesやno，及びP1easeや1et’sなどがあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18
げられる。そのうち最も多様な意味を持つものは前置詞であり，しかも後置修飾という構造を

形成するので，語順との関連において扱わねばならない。

　以上述べてきたことはいずれも言語活動を効果的に指導するためには必要欠くべからざるも

のであるが，これらを項目別に，ばらばらに扱ったのでは有機性に欠けて実際の言語活動に直

結しにくくなる。はじめに述べたように，言語活動は「言語を総合的に理解したり，表現した

りする活動」であることを忘れてはならない。従来の学習活動と呼ばれているものは，ややも

すると実際の場を離れ，言語の部分的な面に目を向け，生きて有機的に活動する言語そのもの

を，いわば静止の状態で捕えるような何か本質からかけ離れた学習のように思わざるを得な

18Fries：τとαolz肋9轡ム伽閉加g　Eηg〃51zα3α　ハoκな〃工ol〃gz〃g6p．30によると，at，by，for，

　from，in，of，on，to，withの九つの前置詞が全部の前置詞の出現のうち92％を占め，the　Oxford　Dic－

　t10naryによると，これらの前置詞は一つあたり平均365個の意味を持つ，と述べてある。
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い。そのため教師の指導が単なる指導技術に重点が置かれ遇ぎたり，与えられた言語材料を何

とか消化させようという方向に向けられていたことは否めない。聞いたり，話したりするよう

な言語活動の第一義的なことよりむしろ読んだり，書いたりする第二義的なことに大きなウエ

イトが置かれがちであった。この事実は言語を単なる知識という面からのみ捕えてきた証拠と

も言える。しかも，ウエイトが置かれてきた書くことにおいてさえも，与えられた日本語を忠

実に英語に直したり，暗記した文を書いたりすることにとどまり，そこには内容に関する生徒

各自の発想がなされる余地はなかった。言語活動は，英語から日本語へ，日本語から英語へ，

という翻訳作業とは異質なものである。発表する内容は与えられるのではなく，生徒各白が白

分で発想するものでなければならない。しかし，ここで注意しなければならないことは，言語

活動へ至る遇程や指導を十分考えなかったり，あるいは無視したりして，がむしゃらに各自の

発想による発表を求めるような短絡的な考え方をしてはいけないということである。教室にお

いて教師がまずしなければならないことは言語活動ができるようにその基礎をドリルすること

である。従来のr学習活動」は非言語活動的であり，実際の場にそぐわない古いものであると

単純に考えることはできない。言語活動を目標とするドリルそのものも一種の学習活動なので

ある。前にも触れたように，言語活動という目標をはっきり設定しないドリルは，ドリルのた

めのドリルとなりヲ言語の部分のみをばらばらに取り扱うことに終始する。言語活動という大

目標をはっきり設定しておけぱ，それに向う過程で部分を扱っても，必然的にその各部分を有

機的に結合して指導するようになる。学校の英語の時間に対する従来の生徒の意識は，英語を

日本語に直したり，反対に日本語を英語に直したり，文法規則をおぼえたりすることであった

が，その意識を，英語の時間とは英語を使っていろいろな活動をする時間であるという考えに

変えねばならない。

　言語活動の指導過程でもう一つ考えなければならないことは文型練習との関係である。戦後

の英語教育に最も大きな影響を及ほし，現在でもなお及ほしつつあるのはアメリカ構造…1語学

を背景に持つOra1ApProachと呼ばれる指導技術である。これはそれまで行なわれていた音

声面軽視の英語教授法に革命的とも言える新風を吹きこんだことは確かである。英語教育協議

会（ELEC）はこのOra1ApPoachを取り入れ，いわゆるELECメソットとも呼はれている

教授法を推進してきた。このメソットの中の二つの大きな特徴としてmm。一memとpattem－

practiceがあるが，ここでいう文型練習とは後者のことである。文型練習にもいろいろな方法
　　　19
があるが，最も普通に行なわれているのは，文の一部を置き’換えたり（substition），文を転

換させたり（convers亘on），修飾語句を一つの意味単位ずつ句加して文を拡張する（expans1on）

19・N．Brooks：Z伽g〃αgθ伽6ム〃lgωg・θ五ω閉加9P．156によると，その種類として次の12をあげ

　ている。1Repet1t1on2Inf1ect1on3Rep1acement4Restate皿ent5Comp1et1on6Trans－
　poslt1on　7Expans1on　8Contract1on　g　Transformat1on　10Integrat1on　11Re〕omder
　12　Restorat1on
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方法である。言語活動を論じるときよく槍玉にあげられるのがこれらの作業である。すなわ

ち1これらの作業は言語の単なる部分的な練習に過ぎないものであり，実際の運用につながる

総合的なものでないから，言語活動とは言えない，という非難をよく耳にするし，新指導要領

の解説でもしばしば目にすることである。現状を考えれば，まさにその通りで，このような非

難は当然であると思われる。実際に多くの教室で行なわれている文型練習では，置換，転換，

拡張などをドリルして，それらがうまくできるようになれば文型練習の（あるいは言語教授

の）最終目標を達成したかのように錯覚するむきもあるようである。もしそうなら，文型練習

は言語活動には縁遠いものであるという非難は至極もっともなことである。しかし，文型練習

の本来の目的は単なる置換，転換，拡張に終始するものではない。言語活動の指導遇程にはす

でに項目別に述べたように，習慣化されなければならないことが多くある。文型練習はこれら

言語学的な項目を内面的に同化するとともに習慣形成という心理学的な役割りも果すものであ
20

る。このことは言語活動に必須な要素であるから，文型練習は言語活動に直結するものであ

り・またそうなるような取扱いをしなければならない。文型練習が非難の槍玉にあげられるの

はその取扱いに失敗した場合である。言語習得というはっきりした目的を認識し，それを達

成する手段として正しく取扱うなら，決して言語活動と矛盾するものではない。このことは

Ora1ApProachが目標としていることを考えてみればよくわかる。“Ora1”という語は教師が

口頭で授業をするという意味ではなく，生徒の到達すべき目標　　すなわちora1product1on
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ユ
　　を示しク‘‘ApProach’’という語はその目標に向うあらゆるすじ道を意味するのである。

口頭発表という言語活動の大切な面を目標としている限り，それに反する部分的練習に終始す

るということは考えられない。言語活動ではないとして非難されるのは、文型練習そのもので

はなく，その一部のみを取扱って大切な部分を無視してしまうことである。目標を達成するた

めの手段としての文型練習を，あたかも最終目的であるかのごとく錯覚してしまうなら，文型

練習は言語活動ではない，と言われるのも当然のことである。

　文型練習は，その理論的根拠をTwadde11の言う蕎語学習の五段階に置いている。その五

段階とは，（1）Recogn1t1on（2）Im1tat1on（3）Repet1t1on（4）Var1at1on（5）Se1ect1on

20．たとえばScott：ψ6机p．38に次のようにある。

　　Pattern　pract1ce　has1ts　theoret1ca1　bas1s1n　both11ngu1st1cs　and－behav1ora1psycho1ogy

　Structura11mgu1stlcs　has　been　concemed　w1th　the　d1scovery　and　record－mg　of　pattems　of

　1anguage　data，and　has　been　ab1e　to　show　that　such　pattems　can　be　descr1bed　for　a11

　1eYe1s　of　the　11ngu1stlc　h1erarchy　　These　pattems　are　recurrent，a11owmg　for　part1a1

　pred1ctab111ty，and　they　are　contrast1ve，thereby　funct1on1ng　as　s1gna11ng　de▽1ces　1n　the

　system　　Rea11anguage1earmng1s　carr1ed　on　through　ass1m11at1on　of　these　structura1

　pattems，rather　than　through　mere　memor1zatlon　of　the1tems　wh1ch　may　f111the　pattems

　Behav1ora1psycho1ogy　has　been　concemed　w1th　processes　of1eammg　through　cond1tloned

　behav1or，1e　through　hab1t　format1on

21．Fries：0〃地60閉Z　A妙ザoαoん（in　A〃Zづθ∂ム伽gz必此3伽∂油θ乃α6ん伽g’げE〃g〃5んedited

　by　T．Yambe）p．204
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である。実際の授業では，（1）はora11ntroduct1onという手段で扱い，（2）と（3）はmm－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22
me血pract1ceを通してトリルし，（4）と（5）の段階がPattem－Pract1ceとして扱われる。

（4）のVar1at1onとは1m阯m－e岨pract1ceを通して十分言えるようになった文型に，先に述

べた置換，転換，拡張などの部分的な操作を加えていろいろ変化させ，必要な表現を得る作業

のことである。言語材料についての単なる部分的な練習であって言語活動でないという非難を

受けるのはこの練習である。たしかに，この段階のみで終わってしまったのでは非難を受けて

も仕方のないことであり，多くの授業は残念ながらここで終わってしまう傾向がある。これは

「文型練習」というテクニークが余りにも有名になり，一種の流行のようになってしまったた

め，外面的な部分的なことに多くの目が向けられ，その理論的な根拠が忘れられた結果であろ

うと思われる。Twadde11の五段階は五つで一つの完成したプロセスになっているのであるか

ら、その第四段階まででやめてしまってはそれまでのドリルが実らないし，いわゆる「仏作っ

て魂入れず」ということになる。しかも，最終段階のSe1ectiOnが言語活動に直接関係を持

つ。なぜならSe1ect1onとはrstmu1us（刺戟）となる文に対してresponse（反応）の文を

選ぷことである。つまり自分の知っている英語のレパトリーの中から必要なものを自由に選ん

で発表することである」23からである。言語活動を生きた言語を実際の場において取り扱う活

動であるというふうに捕えるなら，当然その中には刺戟と反応という相互作用が存在するはず

である。Se1ectionの段階では対話ということが重要なポイントとなる。ある場面を設定して身

その範囲内で刺戟となる文が発せられ，それに応答がなされる。その応答が更に刺戟の役割り

をして次の応答を導き出す。このような刺戟と反応の繰り返しが対話という形で現われる。こ

の段階までドリルが行なわれるなら，実際の場においてその言語を用いた活動が容易になされ

るはずである。また，口頭による言語活動はその他の領域（読むこと，書くこと）における言

語活動の基本になるものである。

　以上のように考察すると，文型練習そのものは，完全に行なわれるならば，少しも非言語活

動的ではないし，むしろ効果的な一つの手段となる，ということがわかる。もちろん，文型練

習のみが唯一の有効な手段ではない。それそれの教師が，目標をはっきり定めた上で有効適切

な指導法を，いろいろな条件を考慮に入れてくふうしなければならないことは言うまでもない

ことである。
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